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地産地消を進める会を始めた経緯

秋田の食文化の豊かさに感激

しかし、地元の人はその価値を理解していない。

流通の規制緩和で地域の食品企業、流通業、農業なども
ピンチになるだろう。

しかし、地元の人は全国スーパーやコンビニの進出をむ
しろ歓迎していた。

→「このままでは大変なことになる」と考え、１
９９６年７月に３０数名の同士と会を設立。



「 地 産 地 消 」と は ？

「地産地消」は「地場生産地場消費」
の略語。

しかし「引きこもり運動」や「否定の
運動」ではない。

　×「地元のものなら何でも食べろ」
　×「地元のもの以外は食べるな」
　×「日本人はバナナを食べるな」



○「地元でとれるいいものを見つけよう」
○「その価値を理解しよう」
○「その食べものを大切にしよう」

「できるだけ地元の食べものを食べよう」
「地元のものを使おう」という意味。

地産地消は
地元再発見・地元再評価の運動

→活力人セミナーのテーマ「地域資源の賢い活用」
と共通する。



秋田は地産地消の宝庫だ！



海の幸、山の幸、田畑の幸が豊富

四季折々においしい旬の食材がある。北国の季節感がある。

世界に冠たる発酵食文化

独特の食材や加工品が豊富（ジュンサイ、ハタハタ、比内鶏、
とんぶり、岩ガキ、ガッコ各種、稲庭うどん、ハタハタ寿
司･･･）

地域ごとに独特の食材や料理が豊富

食文化が今でも生活に受け継がれている。

秋田の食の豊かさ



秋田の食の豊かさ

伝統野菜（山内に
んじん、横沢曲がり
ネギ･･･）



秋田の食は「自給型食生活」

　　　（昭和初期の秋田の）農家は米を売った代金で衣
類や生活必需品を買い求めるため、支出を抑え自
給度を高めるため、山や川や海から得られるものを
多く活用する。

　　　自給を主とした食べものをどう蓄え、素材をどう組
み合わせ、各素材の持ち味をどう生かし、毎日の食
生活にどう変化をつけ、季節感をどう盛り込んでいく
か。その結果、伝統の蓄積もあり、食生活の体系化
が複雑で緻密で、完成度がきわめて高い。（「聞き書
　秋田の食事」）



「材料に十分手間ひまをかけて、
ていねいな料理に仕上げる」

（「聞き書　秋田の食事」）



コーディネーションとは
コーディネーション（Coordination）のもとの意味は
「秩序を作り出すこと」。

具体的には、コーディネーションとは
与えられた条件の場で

与えられた参加者を相手に

一定の時間内に

満足（合意、調整など）を生み出すこと。

会議の「司会」、ワークショップの「進行」、関係者
間の「調整」などはみなこの意味。

新しい活動、イベント、行事、事業の企画・実行もコー
ディネーションに含まれる。



コーディネーターの仕事と
資源（素材）の位置づけ

与えられた場 before

時間、場所、テーマ、目標
などは与えられている。

成功への
見取り図

コーディネーター

まとまらない参加者たち

資源の賢い
活用

場の終了 after

テーマについて目標が達成
される。

コーディネーター

参加者の合意と満足

？
資源

Good!

資源が
活きる！

資源



実例：秋田の日本酒を地産地消で
おいしくいただく会

目的：若い世代に日本酒のおいし
さを伝えたい。

背景：若い世代は日本酒を飲む機
会がない。しかし、興味はあ
るはずだ。おいしい日本酒を
飲ませればきっと新たな日本
酒ファンをふやせるはず。

企画：格安料金で、秋田のとびき
りの日本酒を提供しよう。



参加者の感想

１個所で飲み比べできるのは
、非常に貴重な機会でした。今
日は自分の好きな銘柄を見つけ
ることができました。

蔵元の若い皆さんとぜひ今後
意見交換をしたい。活気ある皆
さんが羨ましい。

毎月開催してもいい。料理は
県内のおいしいものを順番に紹
介するのも楽しいのでは。

日本酒離れが叫ばれている昨
今、とてもいいアイディアだっ
たと思います。秋田の地場産業
に光りあれ。



実例：地産地消の料理教室

目的：郷土食の作り方を正しく継承する新しい方法を創り出したい。

背景：「母から娘へ」という家庭内継承だけでは不十分。また他所
から秋田に来た人にも郷土食の作り方を伝えたい。

企画：
①郷土食の継承者自身が先生となる

②食材はできるかぎり地元の本物を使用する

③継承者・食材・レシピ等の情報を受講者に提供し、受講者が自分
で食材を購入し、家庭で料理を再現できるようにする

④毎回の教室をビデオに記録し、継承者・食材・料理の情報と一緒
に私たち「地産地消を進める会」でデータベースを作成し、求め
に応じて情報提供する



資源を賢く活用するには？

1. その資源についてよく知っている。

2. 与えられた課題との関連で、その資源の持っ
ている価値（意味、すばらしさ、おもしろさ）
を引き出すことができる。

→重要なのはこの２番の着想とセンスを磨くこと。
　×「秋田＝きりたんぽ」。決まり切った発想。
　×すばらしい資源を「当たり前」としか思えない。
　○平凡に見える資源でも、違う見方で見られる。



どうしたら柔軟なセンスを身につ
けることができるか？

理解しがたいことを理解しようとする。「下らない」
「つまらない」と決めつけない。

どんなことでも、自分に引きつけて理解しようとする。

自分の職場や地域の価値観をとりあえず疑ってみる。

女性の方が柔軟なのは、生活に密着しているから？　
女性の人生の方が変化が多いから？



今日はこの辺で･･･

ご静聴ありがとうございました



地産地消の宝を生かす道　１

■消費者にとって

地元のおいしいものを食べたい･･･食べる楽しみ

家族で一緒にごはんを食べよう･･･家族のやすらぎ

地元のものを優先して買う･･･地域農林水産業の応援

安全・安心な食べものがほしい･･･食の安全・安心を求
める動き

健康な食生活を送りたい･･･地元の食材でバランスの取
れた食生活



地産地消の宝を生かす道　２

■（農林水産業の）生産者にとって
市場出荷に代わる新しい販売先･･･新しい市場

農家の副収入を増やそう･･･直売活動、加工、農家民宿、
農家レストラン

生産者と消費者の交流を増やそう･･･消費者に農業を理
解してもらう

農業のすばらしさをアピールしよう･･･食農教育

地域の食文化を子供たちに伝えよう･･･食文化の継承



地産地消の宝を生かす道　３

■商工業・流通業・サービス業にとって

地場流通を守ろう･･･地元スーパーや卸売市場の発展

自社商品の評判を高めたい･･･地域ブランド戦略

食を通じた地域の助け合いの輪を作ろう･･･高齢者への
食材配達

地元の食材を食品加工や観光に生かそう･･･地産地消弁
当、地産地消メニュー、あきた産デー



地産地消の宝を生かす道　４

■行政・学校・地域づくりにとって

食は格好の「考える素材」･･･教材に活用しよう

地域の人のつながりを取り戻す･･･商店街の活性化、高
齢者福祉

食を通じた地域の助け合いの輪を作ろう･･･高齢者への
食材配達、週１回のランチ

地域のにぎわいを作り出す･･･ファーマーズマーケット
の可能性








